
（
講
演
要
旨
は
別
掲
）

　
小
憩
後
、
俳
句
大
会
に
移
り
既
に
出
句
さ
れ

て
い
た
五
百
七
十
句
（
二
百
八
十
五
名
）
に
つ

い
講
師
及
び
連
盟
役
員
に
よ
っ
て
選
考
さ
れ
た

特
選
句
並
び
に
入
賞
句
を
森
純
子
幹
事
、
荒
木

か
づ
を
幹
事
が
披
講
し
、
表
彰
式
に
移
る
。

　
ま
ず
講
師
の
堀
田
季
何
先
生
よ
り
丁
寧
な
る

講
評
を
戴
く
。
続
い
て
関
口
和
美
北
日
本
新
聞

社
生
活
文
化
部
長
か
ら
、
北
日
本
新
聞
社
賞
を

又
、
中
坪
達
哉
会
長
か
ら
連
盟
賞
を
そ
れ
ぞ
れ

に
贈
呈
さ
れ
た
。（
成
績
は
別
掲
）

　
浅
野
義
信
副
会
長
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
、
総

会
、
俳
句
大
会
は
盛
会
裡
に
終
了
し
た
。

　
令
和
六
年
度
総
会
及
び
俳
句
大
会
が
、
木
々

の
緑
が
目
映
い
六
月
一
日
（
土
）
午
後
一
時
よ

り
北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル
に
於
い
て
九
十
三
名
の

参
加
を
得
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
森
川
敬

三
幹
事
司
会
の
も
と
、
中
坪
達
哉
会
長
は
「
七
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分
類
の
季
語
　
　

（
時
候
、天
文

等
）
毎
に
、

一
年
間
で
詠

ん
だ
自
身
の

句
で
残
し
て

も
よ
い
句
を

選
ん
で
み
る

と
、
句
作
り

の
傾
向
が
分

か
り
、
季
語

を
よ
り
深
く

考
え
る
こ
と

に
つ
な
が
る
。

ま
た
詠
む
対
象
も
広
が
っ
て
い
く
」
と
挨
拶
。

　
総
会
の
議
長
に
大
谷
こ
う
き
理
事
を
選
出
し

中
島
平
太
事
務
局
長
が
令
和
五
年
度
の
事
業
報

告
、
収
支
決
算
報
告
を
行
い
、
大
久
保
置
箔
監

事
が
監
査
結
果
を
報
告
し
、
こ
れ
ら
を
承
認
。

さ
ら
に
令
和
六
年
度
事
業
計
画
案
、
収
支
予
算

案
を
提
案
し
、
原
案
通
り
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

又
、
役
員
一
部
改
選
つ
い
て
、
中
坪
会
長
か
ら
、

久
﨑
富
美
子
幹
事
の
退
任
に
伴
い
、
新
た
に
布

本
美
知
子
氏
（
理
事
よ
り
）
が
幹
事
に
新
し
く

就
任
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
、
全
て
の
議
案
は

可
決
し
、
総
会
は
滞
り
な
く
終
了
す
る
。

　
続
い
て
「
楽
園
」
主
宰
、
現
代
俳
句
協
会
理

事
堀
田
季
何
先
生
の
記
念
講
演
に
移
る
。
演
題

は
「
耳
目
で
味
わ
う
俳
句
」
で
、
音
と
字
を
気

に
し
て
作
る
こ
と
や
耳
と
目
で
味
わ
え
る
俳
句

を
作
る
こ
と
の
大
切
さ
、
俳
句
は
詩
で
あ
る
こ

と
、
音
と
技
を
極
め
る
こ
と
な
ど
様
々
な
視
点

か
ら
分
か
り
や
す
く
講
演
さ
れ
た
。

　
合
同
句
集
（
第
四
十
九
集
）

　
　原

稿

募

集

　
句
集
を
次
の
と
お
り
刊
行
い
た
し
ま
す
。

同
封
の
原
稿
用
紙
に
よ
り
全
員
こ
ぞ
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

〇
作
品
数
　
十
五
句
（
令
和
五
年
七
月
か
ら

令
和
六
年
六
月
ま
で
の
自
選
句
）

〇�

記
載
要
領
　
所
定
の
原
稿
用
紙
に
姓
号
、

（
ふ
り
が
な
）
作
品
（
春
夏
秋
冬
の
順
が
望

ま
し
い
）
本
姓
名
、
生
年
月
日
、
郵
便
番

号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
所
属
結
社
ま
た

は
句
会
名
を
記
載
す
る
。
希
望
者
は
住
所

等
の
未
掲
載
も
可
。

　�

か
な
づ
か
い
は
新
旧
混
用
せ
ず
何
れ
か
に

必
ず
〇
を
付
け
る
こ
と
。

〇
締
　
切
　
七
月
二
十
七
日（
土
）期
日
厳
守
。

〇
出
句
料
　
三
千
円
（
一
冊
進
呈
）

　�

同
封
の
振
替
用
紙
で
原
稿
発
送
と
同
時
に

郵
便
局
へ
払
い
込
む
こ
と
。

〇
送
付
先
　
〒
九
三
五—

〇
〇
〇
五

　
　
氷
見
市
栄
町
一
〇—

二
六

　
　
　

坂
　
田
　
直
　
彦
　
方

　
　
富
山
県
俳
句
連
盟
合
同
句
集
係
宛

〇
刊
行
予
定
　
十
　
月

第　98　号

令
和
六
年
七
月
一
日
発
行

富
山
市
安
住
町
二
―
一
四

　
〒
930
―

0094
　
電
話
〇
七
六
―
四
四
五
―
三
四
四
三 

　
振
替
番
号  

金
沢
　
五

―
一
七
一
〇
八

　
北

日

本

新

聞

社

編

集

局

内

富

山

県

俳

句

連

盟

　
富
山
県
俳
句
連
盟

　
　
夏
季
吟
行
会
（
予
定
）

　日
　時
　
七
月
十
四
日（
日
）
午
後
一
時
よ
り

　会　
場
　
氷
見
市
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

会
議
室

　　
　
　

氷
見
市
鞍
川
四
十
三
ー
一

　　　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
七
六
六（
七
四
）八
五
〇
〇 

　
　
　
　
　
朝
日
山
公
園
、見
晴
し
の
丘
、ふ
れ
あ
い
の
森
、

　
　
　
　
　

比
美
乃
江
公
園
エ
リ
ア
、
藤
子
不
二
雄
Ａ
ま

　
　
　
　
　

ん
が
ワ
ー
ル
ド
、
上
日
寺
と
オ
オ
イ
チ
ョ
ウ

　締　
切
　
十
一
時
半
厳
守

　会
　費
　
二
句
出
句
　
千
円
　
　

　交

通
　
Ｊ
Ｒ
氷
見
駅
よ
り
タ
ク
シ
ー
（
四
人

　　
　
　

乗
）
千
五
百
円
程
度
（
タ
ク
シ
ー
を

　　
　
　

予
約
す
る
場
合
の
電
話
番
号
は

　
　
　
　
〇
七
六
六—
九
一—
〇
三
〇
三　

平
和
交
通
）

（挨拶の中坪達哉会長）

　富
山
県
芸
術
祭
主
催

　富
山
県
民
芸
術
文
化
祭
参
加

　富
山
県
俳
句
連
盟
秋
季
俳
句
大
会
（
予
告
）

　
講

師
　
高
岡
市
万
葉
歴
史
館

学
芸
課
長

新

谷

秀

夫

先
生

　
日

時
　
十
月
五
日
（
土
）
午
後
一
時

　
会

場
　
北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

　
※

第
六
回
越
の
讃
歌
、
募
集
句
の
テ
ー
マ
「
衣
類
」

　

令
和
六
年
度

　
　
総

会

及

び

俳

句

大

会

堀
田
　
季
何

先
生
の
講
演
を
聴
く
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義
　
信
選

か
づ
を
選

冬
　
青
選

可
津
志
選

置
　
箔
選

こ
う
き
選

喜
　
子
選

康
　
裕
選

久
　
惠
選

城
　
子
選

ゆ
う
子
選

弥
　
生
選

秀
　
子
選

美
智
子
選

洋
　
子
選

直
　
彦
選

一
　
子
選

重
　
之
選

桂
　
子
選

恵
　
子
選

昭
　
夫
選

　
勇
　
選

せ
つ
子
選

寿
　
山
選

三
　
久
選

う
ら
ら
か
や
駆
け
出
し
さ
う
に
靴
干
さ
れ

観
覧
車
色
ぬ
り
か
へ
て
花
の
雲

春
眠
や
身
の
閂
を
解
き
放
し

ご
み
拾
ふ
授
業
は
つ
ら
つ
春
の
風

「
カ
ウ
カ
ウ
」と
励
ま
し
合
い
て
鳥
帰
る

地
震
の
地
に
生
き
て
今
年
の
蓬
摘
む

一
日
は
貴
き
一
生
木
の
芽
風

奥
能
登
の
あ
を
匂
ひ
立
つ
若
布
汁

囀
り
に
し
ば
し
委
ね
し
乳
母
車

金
鳳
花
海
鳴
り
遠
く
二
次
避
難

連
弾
の
耳
朶
に
そ
こ
は
か
梅
香
る

税
理
士
の
爪
の
先
ま
で
春
の
色

や
は
ら
か
き
風
と
日
と
土
燕
来
る

う
ら
ら
か
や
駆
け
出
し
さ
う
に
靴
干
さ
れ

地
虫
出
づ
駅
に
恐
竜
咆
哮
す

花
時
や
窓
辺
の
妻
の
車
椅
子

あ
た
た
か
や
父
の
あ
ぐ
ら
を
と
り
あ
ひ
て

冴
返
る
母
に
履
か
せ
る
介
護
靴

あ
た
た
か
や
夫
の
軽
口
復
活
す

初
つ
ば
め
村
に
十
年
ぶ
り
の
嬰

三
十
年
先
ま
で
青
き
さ
よ
り
か
な

耳
鳴
と
同
じ
感
覚
木
の
芽
時

あ
た
た
か
や
父
の
あ
ぐ
ら
を
と
り
あ
ひ
て

新
天
地
へ
踏
み
出
す
子
ら
の
花
便
り

靴
下
に
ほ
つ
ほ
つ
毛
玉
春
き
ざ
す

石
田
　
英
子

川
上
　
美
佐

湯
口
　
靜
枝

高
井
　
富
子

早
川
　
範
子

高
橋
せ
つ
子

新
井
の
ぶ
子

石
黒
　
順
子

升
田
　
義
次

古
小
路
憲
子

岡
本
　
芙
美

宮
﨑
あ
つ
子

新
村
美
那
子

石
田
　
英
子

倉
沢
　
由
美

石
黒
　
忠
三

脇
坂
琉
美
子

志
摩
　
一
美

扇
谷
　
数
子

脇
坂
琉
美
子

加
能
　
雅
臣

西
口
　
鶴
子

脇
坂
琉
美
子

越
橋
香
代
子

石
灰
　
潤
子

◇

連

盟

選

者

特

選

句

◇

堀

田

季

何

先
生

特
選
句

河

豚

汁

や

あ

っ

け

ら

か

ん

と

癌

の

事
　
　
中
尾
　
三
久

ひ
と
り
居
の
み
ん
な
の
体
操
日
脚
伸
ぶ
　
青
木
　
章
子

点

眼

の

一

滴

春

の

万

華

鏡
　
　
　
　
　
　
　
尾
山
勢
都
子

嘴

に

従

ひ

て

飛

ぶ

鷺

や

春
　
　
　
　
　
　
　
加
能
　
雅
臣

春

愁

や

シ

ュ

ー

ク

リ

ー

ム

の

穴

一

つ
　
　
村
田
　
悦
子

平
　
太
選

達
　
哉
選

睦
　
子
選

美
知
子
選

多
佳
子
選

真
智
子
選

幸
　
子
選

あ
つ
子
選

千
鶴
子
選

純
　
子
選

敬
　
三
選

　
稔
　
選

と
お
る
選

点
眼
の
一
滴
春
の
万
華
鏡

茹
で
こ
ぼ
す
青
菜
の
匂
い
仏
間
ま
で

蜜
を
吸
ふ
蝶
に
と
ぼ
し
き
花
の
幅

母
の
日
の
母
の
手
ほ
ぐ
す
雨
の
午
後

酸
葉
噛
む
ス
キ
ッ
プ
な
ん
て
も
う
出
来
ぬ

ふ
ぞ
ろ
い
に
植
え
た
通
り
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

春
の
花
余
さ
ず
地
震
の
供
花
と
せ
む

家
系
図
に
や
や
を
加
へ
し
初
ざ
く
ら

赤
を
濃
く
し
て
風
船
の
萎
み
け
り

丹
念
に
た
た
む
制
服
卒
業
子

春
深
む
反
故
紙
か
そ
か
そ
開
く
音

春
の
雪
土
蔵
造
り
が
肩
崩
す

春
光
や
白
磁
の
壺
の
う
す
埃

尾
山
勢
都
子

大
倉
　
寿
恵

畠
山
　
美
苗

筏
井
　
恵
子

谷
　
　
順
子

稲
田
　
雅
子

二
俣
れ
い
子

石
田
阿
畏
子

明
官
　
雅
子

浅
野
　
義
信

高
木
　
昭
夫

加
藤
　
英
一

中
　
　
静
子

◇

入
　

賞
　

句

春
の
歌
は
こ
ん
で
移
動
販
売
車
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
憲
子

地
虫
出
づ
駅
に
恐
竜
咆
哮
す
　
　
　
　
　
　
　
　
倉
沢
　
由
美

　
　
８
　
位
　
４
点

耕
し
や
畔
は
唯
一
の
母
の
椅
子
　
　
　
　
　
　
　
八
尾
と
お
る

ひ
と
り
居
の
み
ん
な
の
体
操
日
脚
伸
ぶ
　
　
　
　
青
木
　
章
子

炊
き
出
し
の
お
に
ぎ
り
五
百
な
お
余
寒
　
　
　
　
田
畑
晴
津
子

一
病
に
従
が
ふ
日
々
の
春
炬
燵
　
　
　
　
　
　
　
中
陳
志
美
子

捨
て
畑
の
風
の
荒
ぶ
る
犬
ふ
ぐ
り
　
　
　
　
　
　
高
野
　
弘
深

麦
青
む
忽
然
と
建
つ
ケ
ア
ハ
ウ
ス
　
　
　
　
　
　
浅
野
　
義
信

山
彦
は
先
生
の
声
風
光
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
田
眞
智
子

観
覧
車
廻
る
大
地
の
桜
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
山
西
　
澄
子

花
時
や
窓
辺
の
妻
の
車
椅
子
　
　
　
　
　
　
　
　
石
黒
　
忠
三

初
燕
海
王
丸
へ
迷
ひ
無
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
瀬
真
紀
子

花
束
の
一
本
供
華
に
卒
業
子
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
真
智
子

傷
つ
き
し
湾
の
底
か
ら
蜃
気
楼
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
憲
子

母
ほ
ど
は
使
は
ぬ
針
を
祀
り
け
り
　
　
　
　
　
　
石
田
　
英
子

ひ
び
割
れ
た
土
蔵
そ
の
ま
ま
黄
砂
降
る
　
　
　
　
垣
内
　
和
代

階
段
の
上
下
運
動
春
浅
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
生
み
ゆ
き

　
俳
人
協
会
富
山
県
支
部

　
俳
句
大
会
（
予
告
）

　
　
　
協
会
員
以
外
の
方
の
ご
参
加
も
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

　

日
　
時
　
　
九
月
二
十
三
日
（
月
・
振
替
休
日
）
午
後
一
時

　

会
　
場
　
　
富
山
電
気
ビ
ル
四
階
光
の
間
　

　

講
　
師
　
　
上
田
　
日
差
子

先
生

　

　
　
　
　
　
　
俳
人
協
会
評
議
員
、「
ラ
ン
ブ
ル
」
主
宰

　

演
　
題
　
　「
俳
句
の
ポ
エ
ジ
ー
性
」

　
　
　
　
　
　
　

—

五
千
石
句
を
中
心
に—

　
富
山
県
現
代
俳
句
協
会

　
　
秋
季
吟
行
俳
句
大
会
（
予
告
）

　

日
　
時
　
九
月
二
十
九
日
（
日
）
午
前
十
時
受
付

　

会
　
場
　
高
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
五
〇
三
号
室

　

　
　
　
　
高
岡
市
末
広
町
一
八
　
ウ
イ
ン
グ
・
ウ
イ
ン
グ

　

吟
行
地
　
句
会
場
近
く
の
古
城
公
園
や
大
仏
・
山
町
筋
等

　

参
加
費
　
二
句

千
円
（
当
日
会
場
受
付
時
に
支
払
い
）

　
　
天
　
位
　
11
点

一
棹
で
変
る
景
色
や
花
見
舟
　
　
　
　
　
　
　
　
大
西
　
昭
子

　
　
地
　
位
　
９
点

巣
燕
を
見
て
か
ら
入
る
診
療
所
　
　
　
　
　
　
　
吉
野
　
恭
子

　
　
人
　
位
　
９
点

真
つ
青
な
空
掃
く
や
う
に
鳥
帰
る
　
　
　
　
　
　
西
野
　
睦
子

　
　
４
　
位
　
８
点

地
震
の
地
に
生
き
て
今
年
の
蓬
摘
む
　
　
　
　
　
高
橋
せ
つ
子

酸
葉
噛
む
ス
キ
ッ
プ
な
ん
て
も
う
出
来
ぬ
　
　
谷
　
　
順
子

畦
を
塗
る
豪
雨
の
傷
と
地
震
の
傷
　
　
　
　
　
　
成
瀬
真
紀
子

　
　
５
　
位
　
７
点

料
峭
や
背
中
向
け
合
う
喫
煙
所
　
　
　
　
　
　
　
跡
治
　
順
子

茹
で
こ
ぼ
す
青
菜
の
匂
い
仏
間
ま
で
　
　
　
　
　
大
倉
　
寿
恵

し
な
書
の
ひ
ら
が
な
尽
し
さ
く
ら
ど
き
　
　
　
　
久
﨑
富
美
子

　
　
６
　
位
　
６
点

北
窓
を
開
け
て
き
の
ふ
と
ち
が
ふ
風
　
　
　
　
　
能
登
　
恭
子

　
　
７
　
位
　
５
点

呼
ぶ
や
う
に
応
ふ
る
や
う
に
恋
の
猫
　
　
　
　
　
澤
田
　
敏
江

奥
能
登
の
あ
を
匂
ひ
立
つ
若
布
汁
　
　
　
　
　
　
石
黒
　
順
子

赤
を
濃
く
し
て
風
船
の
萎
み
け
り
　
　
　
　
　
　
明
官
　
雅
子

春
な
れ
や
口
笛
吹
い
て
み
た
き
雲
　
　
　
　
　
　
大
谷
こ
う
き

花
の
雲
平
和
の
鐘
に
長
き
列
　
　
　
　
　
　
　
　
田
上
眞
知
子

道
草
の
帽
子
は
三
つ
犬
ふ
ぐ
り
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
真
澄

被
災
地
を
潤
す
春
の
星
数
多
　
　
　
　
　
　
　
　
河
岸
　
佳
子

春
季
俳
句
大
会
作
品
抄

春
季
俳
句
大
会
作
品
抄
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富
山
県
俳
句
連
盟
の
春
季
大
会
で
は
、「
耳

目
で
味
わ
う
俳
句
」
と
い
う
演
題
で
お
話
し
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
端
的
に
言
え
ば
、
俳
句
に

お
い
て
音
と
表
記
は
大
事
だ
、
音
と
表
記
を
考

え
て
作
る
べ
き
だ
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
俳
句
が
広
義
の
詩
で
あ
り
、
詩
と
音

は
不
可
分
で
あ
る
と
い
う
視
点
を
述
べ
た
。

　
実
は
、
近
代
に
お
け
る
翻
訳
ミ
ス
の
所
為
で
、

詩
に
は
、
広
義
の
も
の
と
狭
義
の
も
の
が
存
在

す
る
。
前
者
が
詩
歌
、
つ
ま
りp

o
etry

全
般
、

後
者
が
外
国
風
の
詩
で
あ
る
。
長
歌
・
短
歌
・

連
歌
・
俳
諧
連
歌
（
連
句
・
古
典
俳
句
）
は
当

然
の
こ
と
、
そ
れ
ら
か
ら
派
生
し
た
近
代
以
降

の
俳
句
も
広
義
の
詩
に
含
ま
れ
る
。

　
広
義
の
詩
が
、
具
体
的
に
何
で
あ
る
か
は
、

様
々
な
意
見
が
存
在
す
る
が
、「
詩
は
音
楽
に

な
ら
な
か
っ
た
言
葉
で
あ
り
、
音
楽
は
言
葉
に

な
ら
な
か
っ
た
詩
で
あ
る
」（
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ

セ
）、「
詩
は
凝
縮
し
た
感
情
表
現
、
よ
り
簡
単

に
い
え
ば
、
高
め
ら
れ
た
こ
と
ば
に
す
ぎ
な

い
」（
新
倉
俊
一
）、「
散
文
は
歩
行
、
詩
は
舞
踏
」

（
ポ
ー
ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
ー
）、
と
い
っ
た
言
葉
か

ら
は
、
韻
律
の
重
要
性
が
う
か
が
え
る
。

　
　
　
　
　
耳
目
で
味
わ
う
俳
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
楽
園
」
主
宰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
代
俳
句
協
会
理
事

　

講
演
要
旨

　
但
し
、
歌
を
ぶ
っ
た
切
っ
た
発
句
が
独
立
す

る
形
で
派
生
し
た
近
代
以
降
の
俳
句
は
、
短
さ

ゆ
え
、「
調
ぶ
る
」（
香
川
景
樹
）
と
い
う
歌
と

し
て
の
性
質
が
具
現
し
づ
ら
く
な
り
、
韻
律
は

さ
ほ
ど
考
慮
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し

か
も
、
明
治
以
降
、
俳
句
を
は
じ
め
、
詩
歌
の

朗
誦
は
廃
れ
て
し
ま
い
、
ひ
た
す
ら
黙
っ
て
書

か
れ
、
黙
っ
て
読
ま
れ
る
文
芸
に
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た
。

　
し
か
し
、
黙
読
し
て
も
、
音
は
脳
内
で
響
く
。

ま
た
、
俳
句
が
歌
の
一
部
で
あ
っ
た
以
上
は
、

音
の
要
素
を
一
部
受
け
継
ぐ
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
、
そ
し
て
、
詩
で
あ
る
以
上
は
、
音
の
要

素
は
必
須
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
次
に
、
俳
句
の
技
術
は
、
音
と
表
記
を
無
視

し
て
完
成
し
な
い
と
い
う
視
点
を
述
べ
た
。
俳

句
に
は
様
々
な
要
素
が
あ
っ
て
、
句
意
（
表
の

意
味
、
裏
の
意
味
、
想
像
さ
せ
る
部
分
）、
情

報
量
、
焦
点
、
余
白
、
定
型
か
否
か
、
文
体

の
型
、
言
葉
の
選
択
や
措
辞
、
季
題
・
季
語
・

キ
ー
ワ
ー
ド
、
修
辞
、
表
記
、
発
音
な
ど
が
あ

る
。
特
定
の
要
素
を
磨
く
の
は
、
技
巧
の
話
で

あ
っ
て
、
真
の
技
術
は
、
一
句
一
句
、
一
つ
一

つ
の
要
素
の
性
質
、
及
び
、
要
素
の
バ
ラ
ン
ス

を
適
切
に
判
断
す
る
こ
と
に
あ
る
。
音
に
関
す

る
要
素
は
、
主
に
、
定
型
、
修
辞
（
オ
ノ
マ
ト

ペ
・
押
韻
・
リ
フ
レ
イ
ン
な
ど
）、
発
音
の
三

つ
も
あ
る
。
表
記
に
し
て
も
、
日
本
語
の
場
合
、

世
界
で
も
珍
し
く
、
三
つ
の
文
字
体
系
が
存
在

し
、
効
果
的
な
使
い
分
け
が
求
め
ら
れ
る
。
当

然
、
音
と
表
記
を
無
視
し
て
俳
句
の
技
術
を
極

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
講
演
の
後
半
は
、
音
の
三
つ
の
要
素
及
び
表

記
の
妙
に
つ
い
て
話
し
た
。

　
定
型
は
、
石
田
波
郷
の
十
七
字
、
飯
島
晴
子

の
五
と
七
を
中
心
と
し
た
三
句
構
造
、
金
子
兜

太
の
三
三
三
か
ら
九
九
九
ま
で
の
三
句
構
造
ま

で
幅
広
い
。
ま
た
、
夏
石
番
矢
は
、
定
型
感
覚

は
飯
島
晴
子
に
近
い
が
、
俳
句
を
成
立
さ
せ
る

要
素
と
し
て
定
型
に
拘
ら
な
い
三
句
構
造
を
説

く
。
高
浜
虚
子
、
小
澤
實
、
夏
井
い
つ
き
に
よ
る
、

上
五
が
大
幅
な
字
余
り
で
あ
る
定
型
句
、
晴
子

の
定
型
句
、
番
矢
の
自
由
律
句
を
挙
げ
た
。

　
直
後
、
余
談
と
し
て
、
俳
句
に
お
け
る
、
四

拍
子
説
（
８
ビ
ー
ト
説
も
ほ
ぼ
同
様
）
と
秋
尾

敏
の
音
歩
説
を
紹
介
し
、
ポ
リ
リ
ズ
ム
に
触
れ

た
。
ま
た
、
音
も
文
字
も
電
子
信
号
と
し
て
脳

が
処
理
し
て
い
て
、
心
理
や
イ
メ
ー
ジ
に
影
響

す
る
こ
と
を
述
べ
た
。

　
オ
ノ
マ
ト
ペ
に
つ
い
て
は
、
秋
元
不
死
男
、

飯
田
龍
太
、
岡
井
省
二
、
川
端
茅
舎
、
今
井
杏

太
郎
の
句
を
挙
げ
、
四
種
類
の
技
法
を
紹
介
し

た
。

　
押
韻
に
つ
い
て
は
、「
五
七
五
の
句
切
れ
目

を
、
同
じ
母
音
、
ま
た
は
子
音
で
つ
な
ぐ
手

法
」（
秋
尾
敏
）
で
あ
る
「
音
通
」
か
ら
紹
介

し
、
敏
と
芭
蕉
の
句
を
例
示
し
た
。
そ
こ
か
ら
、

敏
、
小
澤
實
、
私
の
押
韻
が
顕
著
な
句
を
紹
介

し
、
さ
ら
に
、
稲
畑
汀
子
の
句
を
皮
切
り
に
、
實
、

田
中
裕
明
、小
川
軽
舟
、私
の
句
を
挙
げ
、意
（
内

容
）
と
音
を
合
わ
せ
る
、
一
種
の
ワ
ー
ド
ペ
イ

ン
テ
ィ
ン
グ
（
ト
ー
ン
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
）
と

い
う
べ
き
技
法
に
つ
い
て
話
し
た
。

　
表
記
に
つ
い
て
は
、
飯
田
蛇
笏
、
裕
明
、
實
、

私
の
句
を
引
い
て
、
ひ
ら
が
な
だ
け
、
カ
タ
カ

ナ
だ
け
、
漢
字
だ
け
だ
と
、
ど
の
よ
う
に
味
わ

い
の
差
が
生
じ
る
か
を
検
証
し
て
み
た
。
そ
し

て
、
加
藤
楸
邨
、
鈴
木
六
林
男
、
實
、
私
の
句

を
例
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
三
つ
の
文
字
体
系

を
意
識
的
に
操
作
す
れ
ば
特
殊
効
果
を
上
げ
ら

れ
る
か
示
し
た
。

　
表
記
と
い
う
点
で
は
、
前
衛
系
の
俳
人
に
よ

る
取
組
み
と
し
て
、
今
世
紀
に
作
ら
れ
た
図
形

（
視
覚
）
俳
句
及
び
記
号
俳
句
を
紹
介
し
た
。

　
最
後
に
、
意
と
音
と
字
を
合
わ
せ
る
と
い
う
、

窮
極
的
な
「
耳
目
で
味
わ
う
」
技
法
を
、
小
澤

實
の
〈
レ
ン
タ
ル
ビ
デ
オ
屋
氷
柱
籠
め
な
り
つ

ぶ
る
る
な
〉
と
〈
深
海
六
千
五
百
メ
ー
ト
ル
潜

り
し
男
と
鱒
を
食
ふ
〉
を
例
に
し
て
解
説
し
た
。

　
一
風
変
わ
っ
た
内
容
に
な
っ
た
が
、
師
系
や

協
会
の
垣
根
を
越
え
て
、
俳
句
の
音
と
表
記
に

関
す
る
考
え
や
技
法
を
紹
介
で
き
た
と
思
う
。

俳
句
に
お
け
る
音
と
表
記
を
考
え
る
一
助
に
な

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
こ
の
機
会
を
く
だ
さ
っ
た
富
山
県
俳
句
連
盟

の
皆
々
様
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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回
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学
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作
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募
集

俳
　
句
　
未
発
表
句
　
二
十
句

　�

　（
手
書
き
の
場
合
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
、

　
ワ
ー
プ
ロ
・
パ
ソ
コ
ン
原
稿
は
20
字
20
行
）

締
　
切
　
令
和
六
年
九
月
三
十
日
（
消
印
有
効
）

送
り
先
　
〒
930—

0096
富
山
市
舟
橋
北
町
七
︱
一

　
　
　
　（
一
社
）富
山
県
芸
術
文
化
連
盟
事
務
局

　
　
　
　
〈
と
や
ま
文
学
賞
〉
係
宛

　令和６年７月１日 富 山 県 俳 句 連 盟 会 報 　第 98 号〔４〕

収　　　入　　　の　　　部

科　目 予算額（A） 決算額（B）差（B－A） 備　　　　考 科　目 予算額（A） 決算額（B）差（B－A） 備考（決算の内訳）

繰 越 金 1,335,545 1,335,545 0 事 務 費 400,000 173,803 226,197 通信費 133,298
消耗品費 9,507 その他 30,998

過年度分会費 30,000 15,000 － 15,000 事 業 費 900,000 845,415 54,585
総会・春季大会 424,289
夏季吟行会 58,682
秋季大会 237,897
会報 107,497 越の賛歌 17,050

助 成 金 150,000 150,000 0 富山県芸術文化協会より 交 通 費 200,000 163,100 36,900

寄 附 金

合同句集代金

雑 収 入

合　計

5,000

780,000

1,000

3,501,545

0

774,000

63,006

3,500,251

－ 5,000

－ 6,000

62,006

－ 1,294

第48集　購入258部

夏季吟行会参加費、利息

負 担 金

合同句集代金

雑 支 出

予 備 費

合　計

55,000

960,000

40,000

866,545

3,501,545

35,000

778,096

880

0

2,082,189

20,000

181,904

39,120

866,545

1,419,356

富山県芸術文化協会負担金

第48集　325部発行

振込手数料等

寄 附 金 5,000 5,000 0 負 担 金 55,000 55,000 0 富山県芸術文化協会負担金

合同句集代金

雑 収 入

合　計

750,000

60,000

3,538,062

780,000

1,000

3,501,545

－ 30,000

59,000

36,517

第49集 250部

夏季吟行会参加費、利息

合同句集代金

雑 支 出

支出計

予 備 費

合　計

960,000

40,000

2,635,000

903,062

3,538,062

960,000

40,000

2,635,000

866,545

3,501,545

0

0

0

36,517

36,517

320部発行予定

払込手数料 他

収　　　入　　　の　　　部 支　　　出　　　の　　　部

科　目

繰 越 金

会　　費

過年度分会費

助 成 金

予算額（A）

1,418,062

1,140,000

15,000

150,000

前期予算額（B）

1,335,545

1,200,000

30,000

150,000

差（A－B）

82,517

－ 60,000

－ 15,000

0

備　　　　考

380名分想定 
会員数 403名（年度初め）

富山県芸術文化協会より

科　目

事 務 費

会 議 費

事 業 費

交 通 費

予算額（A）

400,000

80,000

900,000

200,000

前期予算額（B）

400,000

80,000

900,000

200,000

差（A－B）

0

0

0

0

備　　　　考
通信費 320,000
消耗品費 60,000 その他 20,000

俳句大会 700,000
会報 150,000 その他 50,000

会　　費 1,200,000 1,162,700 － 37,300 Ｒ５年度分会費 会 議 費 80,000 85,895 － 5,895

支　　　出　　　の　　　部

令 和 ６ 年 度　予　算　計　画　書

令 和 ５ 年 度　決　算　報　告　書

（収支差額（収入合計－支出合計）1,418,062 円 は次年度へ繰越）

（単位：円）

（単位：円）

連
盟
会
報
98
号
を
こ
こ
に
お
届
け
致
し
ま
す
。

次
回
99
号
は
令
和
六
年
十
二
月
一
日
発
行
予

定
で
す
。
会
報
に
関
す
る
記
事
等
が
あ
れ
ば

原
稿
用
紙
に
記
入
の
上
、
左
記
に
送
付
下
さ

い
。

〒
九
三
二
︱
〇
二
一
一
　
南
砺
市
井
波
一
四
八
五
―
二
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
田
　
　
　
勇

　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
〇
七
六
三
）
八
二—

二
九
〇
八

◇
受
　
賞

〇
第
42
回
と
や
ま
文
学
賞

　
佳
作
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塚
原
　
　
鐵

◇
消
　
息

〇
富
山
県
現
代
俳
句
協
会
は
、
三
月
三
十
一
日
、

令
和
六
年
度
度
総
会
を
開
き
、
役
員
改
選
で
新

会
長
に
高
木
昭
夫
氏
を
選
出
し
た
。
森
野
稔
会

長
は
顧
問
に
就
い
た
。
そ
の
後
、
春
季
俳
句
大

会
が
行
わ
れ
た
。
会
員
八
十
五
名
が
事
前
に
一

句
づ
つ
投
句
し
、
出
席
者
四
十
二
名
の
互
選
で

入
賞
句
を
選
ん
だ
。

天
位
　
乳
を
飲
む
嬰
の
流
し
目
春
う
ら
ら

細
野
　
千
里

地
位
　
春
風
を
聞
き
分
け
て
居
る
牛
の
耳

八
尾
と
お
る

人
位
　
寒
晴
や
連
山
白
を
荒
削
り

山
本
　
正
子

〇
第
四
回
富
山
県
現
代
俳
句
協
会
賞

受
賞

　
木
の
芽
雨
　
　
　
飯
干
ゆ
か
り

準
賞
（
応
募
順
）

　
冬
晴
れ
　
　
　
　
河
岸
　
佳
子

　
一
乗
の
風
　
　
　
西
田
　
道
代

〇
富
山
県
内
に
拠
点
を
置
く
俳
句
結
社
「
辛
夷

社
」
が
発
行
す
る
俳
誌
「
辛
夷
」
が
今
年
で
創

刊
百
周
年
を
迎
え
、
記
念
特
集
号
を
四
月
一
日

に
刊
行
し
た
。
初
代
主
宰
は
前
田
普
羅
。
月
刊

で
詩
齢
は
千
百
七
十
号
と
、
全
国
で
も
十
指
に

入
る
。
巻
頭
に
は
歴
代
主
宰
四
人
の
顔
写
真
と

略
歴
の
ほ
か
、
中
坪
達
哉
主
宰
が
「
前
田
普
羅
　

そ
の
大
き
な
俳
句
世
界
」
と
題
し
て
つ
づ
っ
た

評
論
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

〇
「
辛
夷
」
創
刊
百
周
年
記
念
俳
句
大
会
が
、

五
月
十
二
日
、
富
山
電
気
ビ
ル
で
行
わ
れ
た
。

百
名
の
出
席
、
投
句
者
百
三
十
六
名
。
中
坪
達

哉
主
宰
選
。
入
賞
者
（
大
賞
、
準
大
賞
の
み
）

　
　
※
六
句
中
一
句
掲
載

大
　
賞

　
花
菖
蒲
風
抜
く
る
と
き
息
を
吐
く

　
　
太
田
　
硯
星
（
金
沢
市
・
県
俳
句
連
盟
会
員
）

準
大
賞
　
　

　
更
衣
今
年
の
風
に
肘
さ
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
俣
れ
い
子

　
緑
陰
に
膝
撫
で
て
ま
た
歩
き
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
　
邦
翠

　
　
　
　
　
※
他
に
「
秀
逸
」
九
名

◇
句
集
等
出
版
紹
介

　「
連
峰
」
み
の
り
俳
句
会
合
同
句
集

令
６
・
３

　「
辛
夷
」
創
刊
百
周
年
記
念
特
集
号

令
６
・
４

編

集

後

記


